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   The following tables show statistical observations on the in-patients in our urological 

clinic from 1955 to 1962. 
   During the eight years, the total number of in-patients were 2,531, and these were 

classified by the urological diseases.

1緒 讐

我 々は先 の外来患看に次 ぎ1955年(昭 和30年)

よ り1962年(昭 稀37年)迄 の満8年 間 の入院患

者について統 計的観察を行つた.入 院愚者 は外

来患者 と異 な り,一 定 のベッ ト数等 より欄約 を

受け,又 最近の外来愚者 の増加 よ り収容 し切れ

ず,選 択 的に入院 させる ことがあ り,こ の点外来

患老 の統計 と異 なる点は止む を得 ない と思 う.

慧 年 度 溺 推 移

表1に 示す如 く1955年 より1962雑 迄の満8年 間の岡

大泌尿器科に入院 した患者総数は2,531名(男 子1,893

名,女 子638名)で,男 女比は2,9:1で あつた.こ れ

を隼度糠 こ見ると1§55年か ら1956年 への減少12大 槻 ミ

就任し,教 室の研究方針確立のための医局金員の訓練

と,内 部敢造のため入饒患者を鰯鰻したためである.

その後は1960年 まで漸次増加して来たが,1961年 に至

り又減少しているのは皮麿科,泌 尿器科教霊が分離を

見た年の為である.

次に主要疾患の年度別推移を見ると,そ の対入院患

者比にして尿路結核が減少してお り,膀 胱腫瘍は逆に

近年増加している.尿 路結石,前 立腺腫瘍は横這いで

ある.
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表1入 院患者数と主要疾患の対入院患者比(年 度別推移)
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誌
1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

計

入 院 患 老 数

男 レ 女 計

268

193

250

238

236

259

217

232

1,893

107

45

66

76

85

106

74

79

375

238

316

314

321

365

291

311

6382,531

　
尿路結 核尿 路結 石
患者数(%)慮 者数(%)

1
1

52(13.9)189(23.9)

旨

21(8.8)

36(11.4)

34(10.8)

27(8.4)

32(8,8)

24(8.2)

18(5.8)

51(21.4)

66(20,9)

82(26.1)

77(24.0).

76(20.8)

62(21.3)

65(20.9)

244(9.6)'569(20。3)

]

膀 胱 腫 瘍1前立腺腫瘍
患者数(%)ト患者数(%)

ト

26(6.9)

30(11.8)

19(6。O)

20(6.4)

45(14.O)

40(il,0)

42(14.4)

35(11.3)

疾 患 総 数

男 女 計

53(19.8)

45(23,3)1

48(19・2)1

43(18.1)

38(16.1)

45(17.3)

35(16.1)

44(19.O)

319

219

282

259

269

313

251

281

Ii
25ア(10・2)i351(18・4)i2・193

119

50

74

76

92

107

88

97

703

438

269

356

335

36!

420

339

378

2,896

皿 尿路性器結核症

尿路性器結核患者については表2,表3の 如 くで,

表4は その合 併症を 示したものである.1955年 は尿

表2尿 路

路性器結核患者は合せて80名 あつたが1962年 には24名

となつている.分 類は外来患者の場合と全く同様であ

る,

結 核

年度

疾患名

1955 1956 1957 1958 195gll96・ 1961 1962 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女1男 女 男 女 男 女 男 女

左 腎 結 核92、128。3911216182814659466031。7

右 腎 結 核122。85,21∵3745617S'71254、 。

6436

玉OO

5325

78

両 側 腎 結 核693022712057238513202616

腎 結 核 術 後 単 腎220110231473

腎 結 核 の 疑2、2330'32

252020159
7 2

201101

2 2 1

2 24

96
16

計
3125177291。25920911816h6911716792

5624393429342518259

表3生 殖 器 結 核

度

疾患名＼
副

前

精

精

睾 丸 結 核

立 腺 結 核

嚢 腺 結 核

管 結 核.

計

1955

22

2

24

1956 195719581195919601961 1962 計

9

1

1

17

11 17

4

1

1

6

5

1

6

6

2

3

11

6 4

1

1

d616

73

6

4

4

87
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表4泌 尿生殖器結核とその合併症
「

＼ ＼ 合併症
、 、- r、

、

疾患名 ＼

膀胱結核 萎縮膀胱
一 副聖丸
結 核

前立腺
結 核

i精嚢腺

結 核

計

男 女 男 隊
精 管結 核

剃 女

左 腎 結 核

右 腎 結 核

両 側 腎 結 核

腎結核術後単腎

腎 結 核 の 疑

副 睾 丸 結 核

前 立 腺 結 核

精 嚢 腺 結 核

精 管 結 核

100

78

42

24

15

43

44

20

7

3

73

6

4

4

計 3461i7

302

20

14

4

1

1

69 3

0

0

10

10

9

1

30

29

11

8

2

6

9

2

3

1

i1

:

3;

引
41

92

95

46

/ 27

/

14

4

/

17

/

23

6

58

4

30

20

14

4

1

0 30 1071 3,1 ,,132・169
393

W尿 路 結 石症

尿路結石症患者は表5に 示す如くで大体横這いの数

であるが上部尿石患者は著増し,下 部尿石患者は減少

している.

表5尿 路 結 石 症

疾患名

年度

腎

尿

膀

尿

管

胱

道

結

結

結

結

石

石

石

石

上 部 尿 石 の 疑

計

患 者 実 数

1955

男 女

3610

46

206

26

242
26

01

1

84

12

8824

112

8021
101

1956

男 女

219

30

104

14

101
11

20

2

61

7

4915

64

4513

58

1957

男 女

268

34

196

25

101

11

11

2

153
18

7119

90

1958

男 女

2410

34

328

40

141

15

71

8

7720

97

6618

84

7020

90

1959

男 女

269

35

235

28

183

21

51

6

7218
90

6518

83

1960

男 女

1910

29

362

38

120

12

64

10

7316

89

7016

86

1961巨962

男 女1男 女

239

32

158

23

91

10

21

3

4919

68

4718

65

2713

40

129

21

14Q

14

10

1

5422

76

4719

66

計

男 女

20278

280

16748

215

1119

120

32

5

5015

65

533153

686

490143

633

V腎,尿 管,膀 胱及び尿道疾患

腎疾患は表6,尿 管疾患は表7.膀 胱疾患は表8に

それぞれ 示した.腎,尿 管疾患は 特記することはな

い.水 腎,水 尿管症及び膿腎症は結石症に起因するも

のは外来同様除外した.膀 胱疾慰は膀胱腫瘍が257例

と圧倒的に多い外特記することはない、膀胱疾患の中

でその他 とあるのは1955年 膀胱脱,1959年 膀胱外傷,

1960年 膀胱骨腫,1961年 膀胱皮膚様嚢腫,1962年 には

重複膀胱と膀胱外反症を一括して表示した.尿 道疾患

は表9の 如 くで,尿 道狭窄が最も多 く103例 で,次 い

で尿道下裂が60例 とな り,こ の2者 で大半を占める結

果を得た.尚 その他とあるのは1955年 重 複尿道,1957
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年尿道直腸繧(男 子)と 尿道脱(女 子),1959年 尿道 脱を一括表示した,

表6腎 疾 患
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＼ 年度
、 、

L、

疾患名'＼ ＼ 男 女

1955 1956 195フ 1958 1959巨96・i/961

1

19621計

男 女 男 女 男 女 男 女 「男 女 陣 女 男 女1男 女

腎無形成及び発育不全腎

嚢 胞 腎

孤 立 性 腎 嚢 腫

重 複 腎 孟 尿 管

骨 盤 腎

馬 蹄 鉄 腎

遊走腎及 び 腎 下 垂

腎 回 転 異 常

水腎症及び水尿管 症

膿 腎 症

腎 尿 管 周 囲 炎

腎 及 び 腎 盃 炎

腎 出 血

腎 外 傷

腎 実 質 腫 瘍

腎 孟 腫 瘍

腎 水 瘤

腎 石 灰 化 症

10

1

2211

42

11

2

5312

83

10

1

4903

133

4611

102

1112

23

01

1

13・

4

14610

201

4520

92

10

1

01

1

10

1

21

3

11

2

33

6

11

2

25

7

21

3

10

1

24

6

55

10

01
1

21

3

1

10

3

,201'451

1

10

3

30231253

1121

23

3618121121、

92026

01

1

423253

658

221311

442

1010

11

132241

445

643273

10510

10

1

101051

116

1010

11

01

1

20

2

10

1

10

1

86
14

01

1

26

8

32

5

11

2

02

2

52

7

20

2

51
6

!0

1

1243

37

21169

325

0133
16

101812

130

10
1

1063

19

834560

13105

02

2

122223

345

011012

il22

・il33

116

]0211017

2127

414523

568

1041

15

832811

1139

4070

47

旨10

11
0
11

計
3736
73

911
20

2223

45

2620

46

2425

49

4327

70

31223119
53150
i

223183

406
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表7尿 管 疾 患

年度

疾患名

195511956

男 女 悌 女

1957

男 女 防 女

1958
一

1959 1960 1961 1962

.

計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

尿 管 腫 瘍110

尿 管 屈 曲 及 び 狭 窄033

尿 管 痙 攣

01尿 管 性 尿 失 禁
1

尿 管 膣 痩

計
14

5

0

1

1

2

0

1

110

21

0201

21

2010

21

1020

12

2

3

010

11

01040

14互

1171

28

0267

213

1031

14

0205

25

04013

413

2322hO313523291627
5414851143

表8膀 胱 疾 患

疾患名

年 度1195519561957

1男 女 男 女 男 女

膀 胱 腫 瘍18268253。514195

膀 胱 炎583132022

膀 胱 憩 室3411104、0

膀 胱 膣 痩022

膀 胱 直 腸 痩'2'

膀 胱 異 物0224、0

膀 胱 頸 部 狭 窄

膀 胱 括 綱 鞭 化 症0220

神 経 因 性 膀 胱2200121

尿 膜 管 疾 患

そ の 他O,11
10

19581959196019611962計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

16

20

3

7

0

1

1・
1

42916261431112510

454042

422160102

471

11(1302010

232

iO2

2

10

1

020201

221

0111

12

201001

211

411516

567

20

2

01

1

18473

35257

1222

234

153

118

05

5

0122

】4

1102』510

2215

100123

115

1374

411

13451521

4936

20

2

012033

126

計

「

2918

47

1

337

40

228

30

2513

38
3629
65

3330

63
3720

5ア

3221

53

247146
393
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表9尿 道 疾 患
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＼ 年度
＼ 一＼

疾患名 ＼ ＼ ＼ 、

1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

尿 道 下 裂

尿 道 上 裂

尿 道 損 傷

尿 道 周 囲 膿 瘍

尿 道 痕

尿 道 腫 瘍

尿 道 カル ソ ク ル ス

尿 道 狭 窄

尿 道 出 血

尿 道 憩 室

そ の 他

303030507013112013

3

20

2

20

2

20

2

02

2

04

4

71

8

01

1

3 3

2020

22

20

2

3020

32

0110

11

QlOl

11

140110

1411

10!0

11

10
1

11

2

5 7 14 12

10

王

10iO20

1 1 2

10101010

1 1 1 1

10

1

01060311

1632

OlO10102

1 1

90110

911

01
1

12

191120

2012

10

1

0591

1360

10

1

20120

212

80

8

30110

31工

11315

218

02013

213

1711003

18103

20

2

20

2

13

4

計
16823224215220835630336419934

2425261728413340233

VI男 性 性器疾患 及び女子外陰部 疾患 を数え,前 立腺癌,陰 嚢水瘤,非 結核性筆丸及び副睾

丸炎がこれに続いている.表10に 示す如くで
,前 立腺肥大症が最も多 く270例

表10前 立腺,睾 丸,副 睾丸,精 嚢腺,陰 茎,陰 藏及び女子外陰部疾患逮
前 立 腺 肥 大 症

前 立 腺 癌

前 立 腺 及 び 膿 瘍

前 立 腺 萎

前 立 腺

前 立 腺 結

睾 丸 腫

縮

症

石

瘍

睾丸及 び 副 睾 丸 炎

停 留 肇 丸

1955

39

14

1

4

2

1

8

2

1956

30

15

5

2

3

4

1

1957

36

12

3

2

5

1

3

6

1958

29

14

5

2

2

3

5

3

1959

31

7

7

3

4

2

4

4

1960

39

6

7

1

4

2

6

3

1961

29

6

5

1

2

3

3

6

1962

37

7

3

3

3

5

3

8

計

270

81

36

8

15

21

19

39

27
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副

精

精

精

陰

陰

陰

持

陰

精

精

交

精

陰

陰

精

陰

性

男

睾 丸 爽

嚢 腺 腫

嚢 腺 萎

嚢 腺

茎

茎

茎

続 性 起

嚢 水

索 水

索 静 脈

通 性 水

索 腫

嚢 外

嚢 膿

異

外

液

的 神 経 衰

子 不 妊

精 管 再 吻 合 依 頼

女 子 外 陰 部 外 傷

女 子 外 陰 部 癌

腫

瘍

縮

炎

癌

物

傷

症

瘤

瘤

瘤

瘤

瘍

傷

瘍

瘤

萎

弱

症

計

1

2

10

2

1

1

88

1

1

2

1

65

1

1

5

1

1

1

1

2

1

1

1

1

85

4

2

1

1

1

3

2

77

1

1

3

5

1

1

1

1

2

2

1

10

2

75 86

3

2

5

3

68

し

1

正

3

2

2

8

1

1

1

1

2

2

1

95

1

2

1

5

19

1

2

5

47

6

2

1

2

1

2

2

3

3

9

3

2

4

639

盟 内分泌疾患及びその他の疾患

表11に 示 した が,そ の他 の欄 を 除 き,尿 失 禁 が 最 も

多 い.そ の他 の欄 へ は1959年 ク ラ イ ソ フェ ル タ ー症 候

群,1961年 ネ フ ロ ーゼ,1962年 アル ドス テ ロニ ズ ムの

疑い各1例 いつれも男子を含め,女 子は1958年 血線維

素尿を含めてお り,又 腎腫瘍の疑いや副腎腫瘍の疑い

を含めた高血圧患者症例,他 科的疾患,及 び泌尿器科

的正常の症例を一括 して表示した.

衰11内 分泌疾患及びその他の疾患

＼ ＼＼
一.、 年 度

疾 患 名

無 尿症 及 び 尿 毒 症

尿

夜

失

尿

禁

症

1955

男 女

10

1

ll

2

1956

男 女

01

1

1Q

1

1957

男 女

01

1

Ol

1

1958

男 女

22

4

20

2

11

2

1959

男 女

21

3

196Q

男 女

20

2

24

6

20

2

ig6i19621計
1_

男 女1男 女 男 女

14

5

04

4

20

2

21

3

11

2

43

7

88

16

813

21

IO4

14



大村他一最近8年 間の岡山大学泌尿器科教室における入院患者の臨床的観察

乳魔尿及び血性乳廉尿

性 器 発 育 不 全

類 宙 官 症

半 陰 陽

肥満性性 器 萎 縮 症

褐 色 細 胞 腫

クッ シ ン グ 症 候 群

副 腎 性 器 症 候 群

そ の 他

Ol

1

10

1

23

5

10

1

20

2

01

1

63

9

11

2

10

1

105

15

11

2
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01

1

01
1

24

6

20

2

01

1

100

10

11

2

10

1

01

1

31

4

10

1

20

2

02

2

62

8

12

3

10

至

11

2

01

1

01

1

54

9

317
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10

105

15
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20

91・}1・2

19116
117

18

12i2

24

1514

29

55

10

80

8

20

2

i3

4

20

2

02

2

02

2

04

4

4422

66

8863
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V皿 総 括

岡山大学泌尿器科教室におけ る1955年 よ り

1962年迄の満8年 間の入院患者2,531名 につい

て統計的観察を行つたのでその結果 を 報 告 し

た.最 後に我々が疾患を分類 して行 くに従い難

しい問題も生じた点は申す までもない.例 えば

1962年 複雑な尿路碕形を伴つて不妊を主訴に来

院した28才男子の症例で左発育不全腎,重 複膀

胱,射 精管異常開口に腎,尿 管,膀 胱に結石症

を合併したものである.か かる疾患は以上の統

計ではその実感が出ない点今後の課題となると

思う.

(1964年3月10日 受付)




